
最新型から未来型まで

包筒齢社会を迎え､骨･紫関節ぬ客を持つ患者数は増加のl麹をたどっている｡現状､国内の
骨程し･.tう症q著は約1200万人'変形性欝碇忍者は約1600万人と推定されている｡変形性関節症やリウマ姦折居などの関節疾愚息菅は､人工関節への鷹を必賢とする手渡軒である｡現在､人工股関節や人H触師昏伊香む人目開府濃術の症例故は年間約18万例ありへ人工的野市助成鰐は轟ペース毒円にて1000倍円覆庇まで駆れ上がっているo人口1万人に占める人工閉塞梅軒の症例紫ほい是米国の約3分の-であるo園内の人工塑∬壌応腰菅の署と人工師節自体の鞍能向上により､今後の肇は膏す草丈私大するものと予焔きれている｡
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人工恥節の盈期縫康成
感は20年で約90%の生存輩との確宙が奉り､比較的良好で雪亡ただし再濫換手術を必雫とす為

機能高め'生活の質向上
合も多く'人工湖節の寿　への頚用には注寧毒す　AEていねい.命は決して長いとはいえ　萄きつに環急による常　こうし義のもと､ない｡その上､現状の人　状猿によっては'毒骨　患容のQOL左肩の工関節は術後の前曲域に　鴇招決にA晶せて紺軒さ　虎)を向上するために人制限があり､特に葦層　れた人工関節は十分に題　工関節の漁摩向上奮指

LLJさー秦岳な取り組みがなされている｡
人工関節は大きな力が

負荷されると同時に'作桑やスポーツでもたらされる過藍閑野蛮に耐えなければならない9大きな力のかかる部位では金津料やセラミックスが利用され'稽勅許には高分子がl殻に用いられる.高分子から生じる原托粉は人工眼関節腐畠での骨再解のきっかけとなるため､教化劣化や鷺を防ぐ工夫がなされてい

る.度帝命化をJHZ持し'革化防止に効果のあるビタミンEの添加や架堺による布鞄庶化､是では生萱放した高分子(MPCポリマ-こぞ表面に釧離した摺肋部材が利用されている｡

歪を支持す轟

では生体骨となじみやすく､芯い筆者Emすチタン合金が多く用いられている｡骨セメント固定を行わない場合では'題骨との薗定性嘉間で輝碍するための轟面処理がなされている｡

骨形状に合わせて作製
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究極の人工関節は､人
工物ではなく本物の関節としてあたかも搾る襲い､周囲骨と同化する必雫かある.､その綾取'骨

薫の誉蔑め轟
なサイズでの骨構重義解することが求められる

骨は主にコラーゲンと

アパタイト粒子からなる
仙空白材料である`-アパタ

イト琴丁は敬十ナ･biX叫護摩のサイズで'腎の強さを担う　アパタイト中の原子は六角柱状に配匿Ltコラーゲン繊維の方向とおおむね一撃るため､人工関節周囲骨を複正に維持するためにはアバク

イトの配型高田す季｣とが毒となる.
アパタイトがコラーゲ

ンとともに､甘先約に配列する匿合い二ノバタイト配向性.は､アパタイトの存-篤瓜に基づく骨密度や骨の壕とは県なる極めて婁な骨封化はとなる{ここで骨策とは､骨

匡=　骨部位に応じたアパタイトの蘇向牲十
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イトの配向性は生体骨の部位に対応して大きく変化する､人工関節轟入する摂管骨では､長芋下向に沿ってアパタイトが傑先的に配列する.研泰常では骨面内に沿って2次元的に配列し､歯有責える下喝骨の患甚卜では喝墳方向に密列するつまり､アパタイトは力のかかる方向に貯先的に配列することで､骨甘強くしている一
未来型の人工関節では

人工関節同国の骨の箆欄遭'特にアパタイトの優先配列を塑qljとなく再生･維持'竹関節機能を再等する必雫が雪･
元来､人H関節に用い

る金属の聾は､塵界を
挙る骨よりもLD倍軽度

有いため力学的な儲確ほほ許いが､骨に力が伝わり稚いという欠点がある.刀を感じるセンサーとして旧霜晦は骨中に埋まっているため､人工関前周囲では正しく力を感知できなくなる｡その結果'骨が溶解するだけでなくへアパタイト配向性も変化し､骨の強さほ劣化してし亭つ'1
こうし･蛋告をなくす

LJめに､正常な骨と同程度の強さを持つ人工開節用金確や高分子材料の開発が泡められているU同時に､アパタイトの配向

脂は力の分布や骨の摂急啓匿に対して極めて敏感に変化することから､骨になじむ+歪外型の人工関節査閲舞する喝合の指標として利用できる､､示すように､骨と人工関節の壇界では力の向きに応じた凹凸､洞､孔といった形警シミュレ～シmンし創製することで､周密の生体骨が人工関節を本物の骨として昏紐し､アパタイトとコラーゲンを刀の向きに並べることができる｡人工関節と生体骨が一体化した瞬間といえる一
愚者の骨形状に合わせ

たテーラーメード人工関節も作製できるようになっている｡いわゆる光造形の技術によるもので､金環奉養子線やレーザIによって焼結することで瓜者-人ひとりの骨格形状に合わせた人工関野で作り出す'この方法は人工堅即内部の碍港まで制御でき､骨に近い弛さや嚢収糠を持つ金橋製人工蘭節の実現も夢物哲ではないr
再生医琶叩との組み

合わせによって早期に関節の熊野せ取り無し､l生曙椴帝し続ける'長寿命で'日常生活に制約のない究極の人工関節の完成も濃い将来の酷ではな


